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Q&A
大産大
後援会って？
その？に、
お答えします！

平成30年度
地区懇談会が
開催されます！

緊急誌上
解説

ご案内

平成30年度事業計画
第44回定期総会・講演会
入学宣誓式・新入生懇談会
保護者向け就職講演会
就職個別懇談会
…など

ご報告
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大阪産業大学 後援会 会長　　川合正哉
会長就任のご挨拶

動画
配信中

学生ひとりひとりが

有意義な学生生活を送れるように

　第44回総会におきまして平成30年度大阪産業大学後援会会長に選出され

ました川合でございます。長い歴史を持つ大阪産業大学後援会の会長としてこ

の一年精一杯頑張る所存でございます。つきましては、会員のみなさま（ 保護

者のひとりひとりが後援会の会員です）のご理解、ご支援、ご協力を賜ります

よう、よろしくお願いいたします。

　3年前、息子が大阪産業大学にお世話になったと同時に後援会役員として活

動をはじめました。後援会役員も大阪産業大学に子供を通わせている保護者の

ひとりです。子供たちが有意義でより良い学生生活を送って欲しいと言う気持

ちはみなさまと同じです。大学に対する要望や疑問などがありましたら些細な

ことでも結構ですので後援会にご相談いただければと思います。私どもが一番

大学に近い立場におりますのでお力になれることもあると思います。

　学生ひとりひとりが有意義な大学生活を送ることが出来、その中で将来の夢

をみつけ、そしてそれを実現するためのお手伝いが出来ればと思います。その

ためにも、多くの保護者の方から多くの意見を聞かせていただければ幸いです。

　今年は学園創立90周年を迎えます。ひとつの区切りとなるこの年に会長と

して頑張らせていただきます。私個人は微力ですが、後援会役員が力を合わせ、

会員のみなさまのご支援をいただき学生のためになる後援会活動を出来ればと

思います。重ねて会員のみなさまのご理解、ご支援、ご協力をよろしくお願い

いたします。

　　　 にAR機能がつきました　下記の手順でぜひアプリをダウンロードしてください。

AppStoreまたはGooglePlayで
「あるぞうくん」を検索してください。

ARアプリ「あるぞうくん」を
ダウンロードする

STEP1

※ 一部のスマートフォン・タブレットではご覧いただけない場合があります。※ AR コンテンツの視聴期間は予告なく終了させて頂く場合がございます。予めご了承ください。

「あるぞうくん」アプリを起動
し、右記専用QRをスマホ等で必
ず読み取ってください。

専用QRを読み込む
STEP2

左のマークが付いている写真
全体にかざすとARコンテンツ
が楽しめます。

ARコンテンツを見る
STEP3
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　　　　「Parents ←→Osaka Sangyo Univesity」
「後援会だより」は、保護者と大阪産業大学をつなぐコミュニティ誌です。

CONTENTS

01　会長就任のご挨拶
02　学長からのご挨拶
03　大産大後援会って Q&A 
05　平成30年度事業計画 
06　第44回定期総会

07　入学宣誓式
08　新入生保護者懇談会
09　定期総会＆公開講座
10　保護者向け就職講演会＆就職個別懇談会　
11　平成30年度地区教育懇談会まもなく開催

　大阪産業大学は、約8,000人の学生が在籍し、近畿圏の学生の

みならず国内、国外から学びにきているグローカルな大学です。この

ような環境のなか、学生たちは多様な文化に配慮したローカライゼー

ションの重要性を意識する事が出来るグローカルな視野を持つこと

ができます。

　在学中の正課および正課外活動のサポートを行う施設として、

“Learning Commons”が2016年5月に綜合図書館内に開設され

ました。この施設では、“Deep Active Learning”を通して「学生

自身の主体的な学び」と「多様性を基にしたチームワーク」を育み、

協働、共通の目標・目的に向けて試行錯誤することで、無限の相乗効

果が得られると考えます。

　そして、教育目標として「学生の生きる力を育む」ことを大切にし

ています。この「生きる力」は、“Transferable Skill”が基本の大き

な部分を占めています。 “Transferable Skill”とは、専門分野を極

めつつも別の領域にも通じるスキルのことで、文字通り「応用可能な・

転用の効く」スキルのことです

　社会から大学と学生に「社会人基礎

力」が求められていますが、その基

礎となるのが“Transferable Skill”

だと言えます。卒業後の社会は、

学生時代には考えつかなかったこと

や、即時の判断を求められる事柄に

適応する汎用力が求められます。

大阪産業大学  学長　　中村  康範
学長からのご挨拶

12　在学生からのメッセージ
13　「各部署に聞きました」お問い合わせ先
14　保護者ポータルサイトのご紹介
　　  学園創立90周年企画の案内
　　  TOPICS／編集後記

チームワークを通じて学生時代に学ぶ基礎力の在り方
～卒業後の社会人としての無限の可能性を～

（大学のロゴマーク　　　　（無限大）に寄せて）

“Transferable Skill”に必要な3つの力とは

「対課題力」

　課題を発見し、計画的に適切な方法で課題解決できるスキルのこ

とで、「洞察力」、「発想力」、「情報収集力」、「計画性分析力」、「企画

力」、「実行力」などがあげられます。

「対自己力」

　自分の力を信じ、チームの力を信じる「自立力」、環境の変化やス

トレスの中でも「自己コントロール力」を保てる「自律力」、主体的

に仕事に取り組むことができる「意欲創出力」などがあげられます。

「対人力」

　より良い人間関係を構築するために、仕事で成果を出すために必

要な「コミュニケーション力」、「交渉力」、「リーダーシップ」、「協調性」、

「共感力」、「柔軟性」などがあげらます。

　イノベーション創出力が求められる複雑化した変化の激しいグ

ローバル社会の中で、本学はグローカルな活躍ができる人材の育成

を目指し、前述の“Transferable Skill”を「学力の3要素」と共に

必修な物として位置付けた学びのかたちを実現しようとしています。

　大阪産業大学は、多様な個性が共存しています。一方、学外に目

を向ければ社会的、経済的、政治的、技術的に世の中はめまぐるし

い変化の時を迎えようとしています。変化しつづける環境、多様化

するニーズの中で「学生自身の主体的な学び」と「多様性を基にし

たチームワーク」を通して学ぶことこそ、イノベーションが生まれ

ると環境だと考えます。この環境から育まれる新しい世代の活躍に

期待しています。
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Q
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Q .1

？
に
、お
答
え
し
ま
す
！

大
産
大

後
援
会
っ
て
？
&

何
を
し
て
い
る
ど
ん
な
会
？

意
外
と
知
ら
れ
て
い
な
い
「
後
援
会
」
の
こ
と
、

あ
ら
た
め
て
一
か
ら
紹
介
し
ま
す
。

大
阪
産
業
大
学
後
援
会
っ
て
、

ど
ん
な
会
で
す
か
？

　
　
　
　

後
援
会
は
、
在
学
生
の
保
護
者
に
よ
っ
て

組
織
さ
れ
る
団
体
で
す
。
事
務
局
は
大
阪

産
業
大
学
内
に
あ
り
ま
す
が
、
北
陸
、
東

海
、
滋
賀
、
京
都
、
三
重
・
奈
良
、
岡
山
、
西
中
国
、

四
国
の
８
地
区
に
も
支
部
が
あ
り
、
地
域
で
の
活
動
も

行
っ
て
い
ま
す
。
本
会
が
発
足
し
て
、
今
年
で
44
年
目

を
迎
え
ま
す
。

A

Q .2
後
援
会
に
は
、

誰
で
も
入
る
こ
と
が

で
き
る
の
で
す
か
？

後
援
会
は
、
保
護
者
の
皆
さ
ま
全
員
が
会

員
で
す
。
入
会
の
た
め
の
特
別
な
手
続
き

は
な
く
、
入
学
と
同
時
に
す
べ
て
の
在
学

生
の
保
護
者
が
、
自
動
的
に
後
援
会
の
会
員
に
な
り
ま

す
。
会
費
は
、
授
業
料
（
８
回
）
と
一
緒
に
納
入
し
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

A

Q .3
後
援
会
の
活
動
内
容
を

分
か
り
や
す
く

教
え
て
く
だ
さ
い
。

後
援
会
の
目
的
は
、「
大
学
と
家
庭
の
連

絡
を
密
に
し
、
学
生
の
福
利
厚
生
に
対
す

る
援
助
を
行
う
と
と
も
に
、
大
学
の
発
展

に
寄
与
す
る
こ
と
」。
大
学
と
家
庭
を
つ
な
ぐ
情
報
の

パ
イ
プ
役
で
あ
り
、
よ
り
よ
い
環
境
で
勉
学
・
生
活
が

で
き
る
よ
う
に
学
生
た
ち
を
支
援
す
る
サ
ポ
ー
ト
役
を

担
っ
て
い
ま
す
。

A

皆さんも
後援会

の

一員です
！

後援会は

大学と家
庭をつな

ぐ

パイプ役
です！

代表役員
さんの

集まりで
はなく、

保護者の
皆さんの

会です！



年
に
２
回（
６
月
と
12
月
）、後
援
会
だ
よ
り「
P

⇔

O
S
U
」

を
発
行
し
、
保
護
者
の
皆
様
に
お
届
け
し
て
い
ま
す
。
誌
面

の
中
で
、
後
援
会
主
催
の
催
し
の
お
知
ら
せ
や
事
業
の
報
告
、

保
護
者
に
知
っ
て
お
い
て
ほ
し
い
情
報
を
幅
広
く
発
信
し
て
い
ま
す
。
後

援
会
だ
よ
り
を
は
じ
め
保
護
者
向
け
の
情
報
は
、
大
学
W
e
b
ペ
ー
ジ

で
も
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
毎
年
、
学
年
暦
や
学
内
イ
ベ
ン
ト
を
記

載
し
た
後
援
会
カ
レ
ン
ダ
ー
を
制
作
・
配
付
し

て
い
ま
す
。
保
護
者
と
学
生
が
大
学
生
活
に
つ

い
て
の
情
報
を
共
有
す
る
ツ
ー
ル
と
し
て
、
ぜ

ひ
お
手
元
に
お
い
て
お
役
立
て
く
だ
さ
い
。
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Q .4
学
生
へ
の
支
援
に
は
、

ど
ん
な
も
の
が
あ
り
ま
す
か
？

福
利
厚
生
に
対
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
援
助

を
行
っ
て
い
ま
す
。
た
と
え
ば
、
新
入
生

交
流
合
宿
や
大
学
祭
の
よ
う
な
学
生
が
主

催
す
る
行
事
や
課
外
活
動
へ
の
援
助
金
の
支
給
。
就

職
活
動
に
あ
た
っ
て
の
適
性
診
断
テ
ス
ト
や
模
擬
テ

ス
ト
、
対
策
講
座
な
ど
へ
の
資
金
補
助
。
部
活
動
の

優
秀
者
を
表
彰
し
て
い
ま
す
。
大
学
の
奨
学
金
と
は

別
に
後
援
会
奨
学
金
を
設
立
し
、
一
人
あ
た
り
年
間

授
業
料
の
半
額
ま
た
は
30
万
円
を
貸
与
す
る
ほ
か
、

海
外
留
学
・
研
修
へ
の
資
金
援
助
も
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
に
、
後
援
会
奨
学
金
を
受
け
た
学
生
は

１
３
２
２
名
に
の
ぼ
り
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
新
入
生

に
記
念
品
と
し
て
バ
ッ
グ
を
、
卒
業
生
に
は
卒
業
ア

ル
バ
ム
を
贈
呈
し
て
い
ま
す
。

A

Q .6
後
援
会
が
発
行
す
る
冊
子

「
P
↑↓
　
　
O
S
U
」（
後
援
会
だ
よ
り
）

の
役
割
は
？

A

Q .5
学
生
た
ち
や
保
護
者
へ
の

い
ろ
い
ろ
な
援
助
活
動
が

あ
る
と
聞
き
ま
し
た
が
？

保
護
者
を
対
象
と
し
た
各
種
の
懇
談
会
を

開
催
し
て
い
ま
す
。
４
月
の
入
学
式
終
了

後
に
催
し
て
い
る
新
入
生
保
護
者
懇
談
会

で
は
、
学
科
ご
と
の
教
員
紹
介
の
の
ち
、
学
科
教
員
と

の
教
育
懇
談
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。
５
月
に
は
企
業
な

ど
か
ら
講
師
を
お
招
き
し
、
保
護
者
向
け
就
職
講
演
会

を
開
催
。
講
演
会
終
了
後
に
は
、
４
回
生
以
上
の
保
護

者
を
対
象
と
し
た
就
職
個
別
懇
談
会
も
行
っ
て
い
ま

す
。

　

後
援
会
主
催
の
事
業
の
中
で
も
っ
と
も
大
き
な
催
し

は
、
７
月
に
全
国
14
会
場
で
開
催
す
る
地
区
教
育
懇
談

会
で
す
。
大
学
か
ら
各
学
科
の
教
員
や
職
員
が
各
地
に

赴
き
、
個
々
の
学
生
の
修
学
状
況
や
学
生
生
活
に
つ
い

て
、
担
当
教
職
員
と
保
護
者
が
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
で
話
を

す
る
時
間
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、
参
加
し
た
保
護
者
か

ら
大
き
な
反
響
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

※
今
年
度
の
地
区
教
育
懇
談
会
に
つ
い
て
は
P
９
を
参
照
く
だ
さ
い

A

Q .7
そ
の
ほ
か
、
こ
ん
な
こ
と
も
！

と
い
う
活
動
は
あ
り
ま
す
か
？

平
成
28
年
度
か
ら
期
間
限
定
で
実
施
し
て
い
る
1
0
0
円

朝
食
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
好
評
で
す
。
後
援
会
が
一
定
額
を
援

助
し
て
、
学
内
の
食
堂
の
朝
食
メ
ニ
ュ
ー
を
１
食
1
0
0

円
で
提
供
す
る
も
の
で
、
大
産
大
生
に
１
日
の
活
力
と
な
る
朝
食
を
し
っ

か
り
摂
る
習
慣
を
身
に
つ
け
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
親
心
か
ら
発
案
さ

れ
た
活
動
で
す
。
今
年
度
も
５
月
と
10
月
に
各
２
週
間
、
１
日
各
店
舗

50
食
限
定
で
実
施
い
た
し
ま
す
。

A

おもに大
学の予算

では

足りない
ところを

補助して
います！

大学の先生から我が子の話を直接聞けるまたとない機会。参加しないともったいない！

子どもが教えてくれない　情報も知ることが
　できて安心！
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平
成
30
年
度
は
、
後
援
会
が
発
足
し
て
44
年
目
に
な

り
ま
す
。
本
年
度
も
昨
年
ま
で
の
実
績
を
基
に
よ
り

充
実
・
発
展
さ
せ
る
た
め
、
着
実
か
つ
真
摯
な
努
力

を
続
け
ま
す
。
後
援
会
の
目
的
は
「
大
学
と
家
庭
と

の
連
絡
を
密
に
し
、
学
生
の
福
利
厚
生
に
対
す
る
援

助
を
行
う
と
共
に
、
大
学
の
発
展
に
寄
与
す
る
」
こ

と
で
あ
り
、
従
来
と
も
こ
の
目
的
に
沿
っ
て
諸
施
策

を
実
施
し
て
き
ま
し
た
が
、
今
年
も
引
き
続
き
学
園

の
計
画
に
沿
っ
て
、
よ
り
一
層
よ
い
環
境
で
学
生
た

ち
が
勉
学
・
学
園
生
活
で
き
る
た
め
の
援
助
を
さ
せ

て
頂
き
た
い
と
考
え
、
次
の
通
り
事
業
計
画
を
立
て

て
い
ま
す
。

１
〉
新
入
生
保
護
者
教
育
懇
談
会
（
４
月
）

入
学
式
の
終
了
後
、
大
学
内
に
お
い
て
新
入
生
の
保
護
者

を
対
象
に
大
学
生
活
な
ど
に
つ
い
て
の
懇
談
会
を
開
催
し

て
い
ま
す
。
今
年
度
は
４
月
１
日
に
実
施
し
、
例
年
通
り

学
科
ご
と
に
学
科
教
員
と
の
懇
談
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

２
〉
就
職
懇
談
会
（
５
月
）

就
職
懇
談
会
は
、
定
期
総
会
（
５
月
12
日
）
の
午
後
、
保

護
者
向
け
就
職
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
講
演
会
終
了

後
に
４
回
生
以
上
保
護
者
対
象
の
就
職
個
別
懇
談
会
を
実

施
し
ま
し
た
。

３
〉
地
区
教
育
懇
談
会
（
７
月
）

全
国
14
会
場
で
地
区
教
育
懇
談
会
を
開
催
し
ま
す
。
キ
ャ

リ
ア
セ
ン
タ
ー
情
報
な
ど
全
体
会
の
後
、
修
学
・
学
生
生
活
・

就
活
な
ど
、
担
当
教
職
員
と
の
個
別
相
談
を
行
い
ま
す
。

４
〉
後
援
会
だ
よ
り
の
発
行
（
６
月
・
12
月
）

大
学
と
保
護
者
間
の
情
報
の
流
れ
を
豊
か
に
か
つ
ス
ム
ー

ズ
に
す
る
た
め
に
、
大
学
情
報
広
報
誌
を
年
度
内
に
２
回

発
行
し
ま
す
。

後
援
会
よ
り

ご
報
告

平成 30 年度事業計画

５
〉
学
生
の
福
利
厚
生
に
対
す
る
援
助

（
１
）
学
生
主
催
行
事
：
新
入
生
交
流
合
宿
・
大
学
祭
に

対
す
る
援
助
金
の
支
出

（
２
）
課
外
活
動
：
ク
ラ
ブ
・
サ
ー
ク
ル
等
課
外
活
動
に

対
し
て
の
援
助

（
３
）
奨
学
金
：
後
援
会
奨
学
金
と
し
て
、
予
算
額

１
０
０
０
万
円
以
内
で
貸
与

（
４
）
寄
贈
・
贈
呈
：
新
入
生
に
は
バ
ッ
グ
・
卒
業
生
に
は

卒
業
ア
ル
バ
ム
を
記
念
品
と
し
て
贈
呈

６
〉
学
生
の
就
職
活
動
に
対
す
る
援
助

よ
り
一
層
の
就
職
活
動
の
支
援
充
実
を
図
る
た
め
、
適
職

診
断
・
Ｓ
Ｐ
Ｉ
模
擬
テ
ス
ト
・
各
種
就
職
対
策
講
座
な
ど

協
力
に
支
援
し
ま
す
。

７
〉
支
部
活
動
の
助
成

北
陸
、
東
海
、
滋
賀
、
京
都
、
三
重
・
奈
良
、
岡
山
、
西

中
国
、
四
国
８
地
区
に
支
部
が
結
成
さ
れ
て
地
域
で
の
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
さ
ら
に
本
部
〜
支
部
間
の
連
携

を
強
化
し
て
い
く
方
針
で
す
。

８
〉
海
外
留
学
・
語
学
研
修
の
援
助

国
際
化
社
会
に
対
応
す
る
た
め
の
一
環
と
し
て
、
学
生
の

海
外
留
学
や
語
学
研
修
に
援
助
を
行
い
ま
す
。

９
〉
後
援
会
カ
レ
ン
ダ
ー
の
作
成

保
護
者
の
皆
様
と
学
生
が
、
大
学
生
活
に
関
し
て
の
情
報

共
有
を
目
的
と
し
て
、
学
年
歴
・
学
内
イ
ベ
ン
ト
を
記
載

し
た
カ
レ
ン
ダ
ー
を
作
成
し
、
新
年
度
４
月
に
配
付
し
ま

す
。

10
〉
１
０
０
円
朝
食
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
実
施

平
成
29
年
度
は
、
５
・
12
月
期
間
限
定
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

を
実
施
し
ま
し
た
。
大
変
好
評
に
つ
き
、
今
年
度
も
引
き

続
き
実
施
し
ま
す
。
朝
食
代
の
一
部
を
後
援
会
が
負
担
し

ま
す
。

11
〉
学
園
創
立
９
０
周
年
記
念
募
金

90
周
年
記
念
事
業
（
学
生
施
設
の
充
実
・
教
育
設
備
の
充

実
）
実
現
の
た
め
、
後
援
会
よ
り
５
千
万
円
を
寄
付
し
ま

す
。

よ
り
一
層
よ
い
環
境
で
、

勉
学
・
学
園
生
活
が
で
き
る
た
め
に

＊ 

平
成
30
年
度

　
常
任
委
員
・
幹
事
選
出 

＊

〔
後
援
会
常
任
委
員
・
幹
事
〕

会
長

　

川
合 

正
哉
（
交
通
機
械
工
学
科
）

副
会
長

　

永
田 

隆
一
（
建
築
・
環
境
デ
ザ
イ
ン
学
科
）

　

宮
脇 

三
徳
（
都
市
創
造
工
学
科
）

　

河
村 

照
美
（
国
際
経
済
学
科
）

会
計
委
員

　

田
首 

麻
美
（
建
築
・
環
境
デ
ザ
イ
ン
学
科
）

　

湊 

利
恵
（
経
営
学
科
）

会
計
監
査

　

松
田 

浩
子
（
電
子
情
報
通
信
工
学
科
）

　

服
部 

香
（
ス
ポ
ー
ツ
健
康
学
科
）

常
任
委
員

　

曾
我 

忍
（
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
）

　

森
田 

孝
司
（
経
営
学
科
）

　

大
坪 

み
ゆ
き
（
国
際
経
済
学
科
）

　

藤
田 

仁
美
（
交
通
機
械
工
学
科
）

　

塚
田 

賀
代
（
国
際
学
科
）

　

有
元 

美
彩
（
ス
ポ
ー
ツ
健
康
学
科
）

　

明
田 

哲
治
（
経
営
学
科
）

　

中
原 

拓
也
（
経
済
学
部
）

　

中
村 

浩
江
（
建
築
・
環
境
デ
ザ
イ
ン
学
科
）

　

井
上 

由
佳
（
電
子
情
報
通
信
工
学
科
）

　

小
林 

知
子
（
国
際
学
科
）

　

小
笠
原 

通
晴
（
ス
ポ
ー
ツ
健
康
学
科
）

　

西
村 

人
美
（
商
学
科
）

　

東 

博
美
（
経
済
学
部
）

　

笹
山 

茂
（
経
済
学
部
）

　

笹
川 

正
明
（
建
築
・
環
境
デ
ザ
イ
ン
学
科
）

　

川
村 

美
保
（
交
通
機
械
工
学
科
）

北
陸
地
区
支
部
長

　

漆
原 

康
夫
（
ス
ポ
ー
ツ
健
康
学
科
）

東
海
地
区
支
部
長

　

松
岡 

晶
代
（
経
済
学
科
）

滋
賀
地
区
支
部
長

　

井
上 

優
美
子
（
交
通
機
械
工
学
科
）

京
都
地
区
支
部
長

　

金
沢 

真
理
（
生
活
環
境
学
科
）

三
重
・
奈
良
地
区
支
部
長

　

板
戸 

康
子
（
機
械
工
学
科
）

岡
山
地
区
支
部
長

　

森 

美
枝
（
ス
ポ
ー
ツ
健
康
学
科
）

西
中
国
地
区
支
部
長

　

田
中 

修
司
（
情
報
シ
ス
テ
ム
学
科
）

四
国
地
区
支
部
長

　

岩
崎 
泰
光
（
経
営
学
科
）

幹
事
長

　

藤
岡 

克
則

　
　

学
生
部
長
／
国
際
学
部
教
授
（
国
際
学
科
）

幹
事

　

齋
藤 

雅
子

　
　

教
務
部
長
／
経
営
学
部
教
授
（
経
営
学
科
）

　

リ
ン
グ
ホ
ー
フ
ァ
ー
・
Ｍ

　
　

国
際
学
部
教
授
（
国
際
学
科
）

　

三
村 

達
也

　
　

ス
ポ
ー
ツ
健
康
学
部
准
教
授
（
ス
ポ
ー
ツ
健
康
学
科
）

　

酒
井 

博
章

　
　

経
営
学
部
准
教
授(

経
営
学
科)

　

福
森 

徹

　
　

経
営
学
部
准
教
授
（
商
学
科
）

　

齋
藤 

立
滋

　
　

経
済
学
部
准
教
授
（
経
済
学
科
）

　

服
部 

純
典

　
　

経
済
学
部
准
教
授
（
国
際
経
済
学
科
）

　

平
松 

綾
子

　
　

デ
ザ
イ
ン
工
学
部
教
授
（
情
報
シ
ス
テ
ム
学
科
）

　

並
川 

誠

　
　

デ
ザ
イ
ン
工
学
部
教
授
（
建
築
・
環
境
デ
ザ
イ
ン
学
科
）

　

前
迫 

ゆ
り

　
　

デ
ザ
イ
ン
工
学
部
教
授
（
環
境
理
工
学
科
）

　

杉
山 

幸
三

　
　

工
学
部
講
師
（
機
械
工
学
科
）

　

大
仲 

英
文

　
　

工
学
部
講
師
（
交
通
機
械
工
学
科
）

　

佐
野 

郁
雄

　
　

工
学
部
准
教
授
（
都
市
創
造
工
学
科
）

　

青
木 

孝
憲

　
　

工
学
部
講
師
（
電
子
情
報
通
信
工
学
科
）

　

宮
嵜 

和
美

　
　

全
学
教
育
機
構
准
教
授

　

小
東 

要
一

　
　

事
務
部
長

　

加
門 

和
彦

　
　

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
次
長

　

吉
井 

義
郎

　
　

学
生
部
次
長

　

小
西 

正
彦

　
　

教
務
部
次
長

　

北
村 

友

　
　

事
務
部
庶
務
課
長

　

北
村 

明
彦

　
　

事
務
部
庶
務
課
長
補
佐
／
後
援
会
担
当



（
２
）
平
成
30
年
度
収
支
予
算
（
案
）

田
首
会
計
委
員
よ
り
議
案
書
に
基
づ
き
説

明
が
あ
り
、
異
議
な
く
承
認
さ
れ
た
。

9
、
幹
事
長
挨
拶　

　
　

藤
岡
幹
事
長
（
学
生
部
長
、国
際
学
部
教
授
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

10
、
閉
会
の
辞

河
村
副
会
長
よ
り
総
会
が
無
事
終
了
で
き

た
こ
と
に
つ
い
て
の
謝
意
と
川
合
会
長
以

下
役
員
を
は
じ
め
会
員
の
皆
様
方
共
々
の

ご
支
援
ご
協
力
に
よ
り
、
大
阪
産
業
大
学

な
ら
び
に
同
後
援
会
が
益
々
発
展
す
る
こ
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新役員のもと
44年目の
会が始動

第 44 回 定 期 総 会
平成30年
5月12日

一
、
開
催
日
時

　
　

平
成
30
年
５
月
12
日
（
土
）

　
　

10
時
〜
10
時
50
分

二
、
開
催
場
所

　
　

大
阪
産
業
大
学
多
目
的
ホ
ー
ル

三
、
出
席
者

　
　

後
援
会
側

市
原
会
長
、
川
合
副
会
長
、
有
角
副
会
長
、
井

田
会
計
委
員
、
河
村
会
計
監
査
、
永
田
会
計
監

査
、（
以
下
常
任
委
員)

多
賀
、
曾
我
、
田
首
、

松
田
、
服
部
、
湊
、
森
田
、
大
坪
、
宮
脇
、
塚

田
、
明
田
、
中
村
、
井
上
（
以
下
新
任
）
小
林
、

小
笠
原
、
西
村
、
東
、
笹
川
、
川
村(

以
下
支

部
長) 

漆
原
、
松
岡
、
金
沢
、
板
戸
、
森
、
田

中
、
岩
崎　

出
席
会
員
32
名
。

　
　

大
学
側

中
村
学
長
、
小
川
副
学
長
、
高
神
副
学
長
、
吉

川
副
学
長
、
藤
岡
幹
事
長
。

四
、
総
会
次
第
（
司
会
、
有
角
副
会
長
）

　

１
、
開
会
の
辞　

有
角
副
会
長

　

２
、
後
援
会
常
任
委
員
お
よ
び
大
学
関
係

者
の
紹
介

　

３
、
会
長
挨
拶 

市
原
会
長

　

４
、
学
長
挨
拶 

中
村
学
長
（
機
械
工
学
科
）

第
44
回
定
期
総
会

会
則
第
13
条
第
１
項
に
よ
り
、
市
原
会

長
が
議
長
に
な
る
。

　

５
、
議
事
Ⅰ

　
（
１
）
平
成
29
年
度
会
務
報
告　

川
合
副
会
長
よ
り
議
案
書
に
基
づ
き
報

告
が
あ
っ
た
。

新
年
度
を
迎
え
、
恒
例
の
定
期
総
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

平
成
29
年
度
の
会
務
報
告
や
会
計
報
告
に
つ
づ
き
、
平
成
30
年
度
の
役
員
選
出
が

議
長
に
一
任
さ
れ
、
新
会
長
は
じ
め
計
33
名
の
新
役
員
が
決
定
。

後
援
会
発
足
44
年
目
の
活
動
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

市
原
前
会
長
、
１
年
間
の
重
責
、
た
い
へ
ん
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

川
合
新
会
長
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
！

（
２
）
平
成
29
年
度
会
計
収
支
報
告　

井
田
会
計
委
員
よ
り
議
案
書
に
基
づ
き
報

告
が
あ
っ
た
。

（
３
）
平
成
29
年
度
会
計
監
査
報
告

永
田
会
計
監
査
よ
り
平
成
29
年
度
会
計
処

理
に
つ
い
て
監
査
の
結
果
、
そ
の
経
理
処

理
は
適
正
に
処
理
さ
れ
て
い
る
旨
、
報
告

が
あ
っ
た
。

（
４
）
平
成
29
年
度
公
認
会
計
士
調
査
報
告　

玉
山
公
認
会
計
士
よ
り
一
般
会
計
・
奨
学

基
金
会
計
・
特
別
会
計
の
収
支
決
算
報
告

書
及
び
財
産
目
録
等
の
調
査
を
実
施
し
た

結
果
、
特
段
報
告
す
べ
き
事
項
は
発
見
さ

れ
ま
せ
ん
で
し
た
、
と
の
報
告
が
あ
っ
た
。

以
上
の
報
告
説
明
に
つ
い
て
は
、
一
括
審

議
と
さ
れ
、
異
議
な
く
承
認
さ
れ
た
。

（
５
）
平
成
30
年
度
役
員
選
出

議
長
よ
り
会
則
第
９
条
第
２
項
に
則
り
、

総
会
で
選
出
を
説
明
し
、
選
出
は
議
長
一

任
で
承
認
さ
れ
、
異
議
な
く
承
認
さ
れ
た
。

（
P
５
下
段
に
掲
載
）

６
、
新
役
員
紹
介

司
会
よ
り
、
新
役
員
選
考
の
結
果
、
川
合

会
長
以
下
常
任
委
員
33
名
が
選
出
さ
れ
た

と
紹
介
さ
れ
た
。（
司
会
河
村
副
会
長
）

７
、
新
会
長
挨
拶　

川
合
会
長

８
、
議
事
Ⅱ

会
則
第
13
条
第
１
項
に
則
り
、
川
合
会
長

が
議
長
に
な
る
。

（
１
）
平
成
30
年
度
事
業
計
画
（
案
）

宮
脇
副
会
長
よ
り
議
案
書
に
基
づ
き
説
明

が
あ
り
、
異
議
な
く
承
認
さ
れ
た
。

　
　

市原前会長（写真右）と、川合新会長

と
を
祈
念
す
る
旨
述
べ
ら
れ
閉
会
し
た
。

引
続
き
、
ス
ポ
ー
ツ
健
康
学
部
の
大
槻
伸

吾
教
授
に
「
健
康
つ
く
り
で
つ
な
が
る 

産
・

官
・
民
・
学
の
輪
」
と
題
し
て
ご
講
演
を

頂
き
ま
し
た
。

　

同
日
午
後
か
ら
、
保
護
者
向
け
就
職
講

演
会
を
実
施
し
ま
し
た
。
そ
の
後
大
学
４

回
生
以
上
保
護
者
対
象
の
個
別
懇
談
会
が

各
学
科
ご
と
に
開
催
さ
れ
、
熱
心
に
相
談

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

抱負を語る川合新会長



　

好
天
に
恵
ま
れ
た
４
月
１
日
（
日
）、

中
央
キ
ャ
ン
パ
ス
総
合
体
育
館
に
て
「
入

学
宣
誓
式
」
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

中
村
康
範
学
長
は
式
辞
で
、
保
護
者
の
理
解
、
友
人
、

教
職
員
の
サ
ポ
ー
ト
、
何
よ
り
本
人
の
頑
張
り
に
よ
り

学
位
を
取
得
し
た
学
生
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
紹
介
。
周
り

の
支
え
を
受
け
て
成
長
し
た
学
生
の
話
を
興
味
深
く
聞

く
保
護
者
の
姿
が
印
象
的
で
し
た
。

　

新
入
生
代
表
宣
誓
や
吹
奏
楽
部
に
よ
る
校
歌
演
奏
に

合
わ
せ
た
斉
唱
も
行
わ
れ
た
入
学
宣
誓
式
に
続
き
、
学

生
自
治
会
が
主
体
と
な
り
、
新
入
生
を
歓
迎
す
る
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
発
表
。
各
学
部
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
紹
介
、

体
育
会
チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
チ
ー
ム
と
産
大
附
属
高
校

チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
部
合
同
に
よ
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

も
披
露
さ
れ
、
新
入
生
・
保
護
者
は
明
る
く
一
生
懸
命
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後
援
会
よ
り

ご
報
告

歓迎ムードに包まれ
笑顔がいっぱいに！

入学宣誓式

本
年
度
、
大
学
・
大
学
院
に
は
計

２
１
１
０
名
の
学
生
が
入
学
。
保
護

者
も
参
加
し
た
「
入
学
宣
誓
式
」
の

様
子
を
紹
介
し
ま
す
。

動画
配信中

な
在
学
生
た
ち
に
心
を
和
ま
せ
て
い
た
よ
う
で
す
。

　

た
く
さ
ん
の
人
が
集
ま
り
会
場
が
満
席
に
な
っ
た
あ

と
に
到
着
し
た
保
護
者
は
、
モ
ニ
タ
ー
で
見
学
。
学
生

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ら
に
よ
る
誘
導
で
、
終
始
円
滑
に
進
め

ら
れ
ま
し
た
。
式
典
終
了
後
、
外
に
は
ク
ラ
ブ
・
サ
ー

ク
ル
の
ブ
ー
ス
が
並
べ
ら
れ
、
新
入
生
と
在
学
生
が
早

速
会
話
を
交
わ
す
様
子
も
。
多
様
な
人
と
か
か
わ
り
切

磋
琢
磨
す
る
学
生
生
活
が
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

平成30年
4月1日

中村学長による入学宣誓式に引き続き、新入生代
表による宣誓など、その後は各学科の学生が学びの
PRを行い、チアリーディングチーム登場して会場
も盛り上げました。

当日配布された案
内パンフレット。
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学
部
長
や
学
科
主
任
の
あ
い
さ
つ
、

教
員
紹
介
に
続
い
て
、
教
育
内
容
・
学

生
生
活
・
就
職
状
況
に
つ
い
て
の
説
明

が
あ
っ
た
「
新
入
生
保
護
者
教
育
懇
談
会
」。「
高
校
と

は
違
い
、
ま
ず
は
学
生
自
ら
が
受
講
し
た
い
科
目
を
履

修
登
録
し
ま
す
。
単
位
を
落
と
せ
ば
、
１
年
生
で
も
留

年
に
な
り
ま
す
の
で
、
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
」
と
い

う
言
葉
に
、
顔
を
上
げ
て
頷
く
保
護
者
の
方
々
。「
就

活
の
た
め
に
も
、
単
位
は
早
め
に
取
得
を
」
と
も
伝
え

ら
れ
ま
し
た
。同
懇
談
会
に
は
計
１
０
６
９
名
が
出
席
。

真
剣
に
耳
を
傾
け
る
姿
が
目
立
ち
、
大
学
へ
の
関
心
の

高
さ
が
う
か
が
え
ま
し
た
。

保護者の思いに応える
有意義な情報が満載

新入生保護者教育懇談会
平成30年
4月1日

学部・学科ごとに会場が設けられて行われました。

参加者に
聞きました

懇
談
会
後
、
参
加
さ
れ
た
方
々
に
感
想
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

わ
が
子
と
か
か
わ
る
先
生
た
ち
の
顔
を
見
て
話
を
聞
き
、

保
護
者
の
み
な
さ
ん
は
大
学
を
身
近
に
感
じ
ら
れ
た
よ
う
で
す
。

「
安
心
で
き
た
」と
い
う
声
ば
か
り
！

　

計
画
的
に
４
年
間
を
過
ご
す
こ
と
の
大
切
さ
を
知

り
、
参
考
に
な
り
ま
し
た
。
私
た
ち
家
族
は
、
息
子・

弟
を
温
か
く
見
守
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
で
す

か
ら
、
先
生
と
先
輩
が
フ
ォ
ロ
ー
し
て
く
れ
る
シ
ス

テ
ム
は
、
心
強
く
て
あ
り
が
た
い
で
す
ね
。

経
営
学
部 

経
営
学
科

福
留 

公
予
さ
ん
・
達
努
さ
ん

　

大
学
生
の
入
学
式
に
親
が
つ
い
て
行
く
の
は
ど
う

な
の
だ
ろ
う
と
不
安
に
思
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
大

勢
の
保
護
者
の
方
が
出
席
さ
れ
て
い
て
ホ
ッ
と
し
ま

し
た
。
保
護
者
教
育
懇
談
会
の
お
か
げ
で
、
大
学
に

足
を
運
ぶ
よ
い
機
会
に
な
り
ま
し
た
よ
。

ス
ポ
ー
ツ
健
康
学
部 

ス
ポ
ー
ツ
健
康
学
科

関
屋 

知
子
さ
ん

　

先
生
の
「
自
分
に
も
学
生
に
も
厳
し
い
」
と
い
う

言
葉
が
印
象
的
。
若
々
し
く
て
、
は
っ
き
り
物
を
言

う
と
こ
ろ
が
い
い
で
す
ね
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
大
事
に
し
て
い
る
こ
と
も
伝
わ
り
ま
し
た
の
で
、

信
頼
し
て
わ
が
子
を
任
せ
ら
れ
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
健
康
学
部 

ス
ポ
ー
ツ
健
康
学
科

宮
本 

宏
輝
さ
ん
・
ゆ
か
り
さ
ん

　

私
の
学
生
の
頃
と
は
時
代
が
変
わ
り
、「
今
は
大

学
と
保
護
者
が
と
も
に
子
ど
も
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
べ

き
」
と
い
う
話
に
共
感
。
子
ど
も
を
大
学
に
進
学
さ

せ
る
の
は
は
じ
め
て
。
熱
心
な
先
生
が
い
る
こ
と
も

わ
か
り
、
不
安
が
和
ら
ぎ
ま
し
た
。

工
学
部 

電
子
情
報
通
信
工
学
科

嶋
谷 

充
仁
さ
ん
・
幹
子
さ
ん

動画
配信中

入
学
宣
誓
式
の
式
典
後
に
は
、
学

部
・
学
科
ご
と
に
各
教
室
に
て
、

後
援
会
主
催
の
「
新
入
生
保
護
者

教
育
懇
談
会
」
を
実
施
し
ま
し
た
。



講座終盤にはスポーツ健康学科の
卒業生も登壇。大槻教授が聞き手
となり、学生生活やクラブ活動、
進路選択などについて公開インタ
ビュー。

　

O
S
U
ヘ
ル
ス
サ
ポ
ー
ト
ア
カ
デ

ミ
ー
は
、
大
産
大
の
学
内
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
。「
健
康
運

動
実
践
指
導
者
養
成
校
」
に
認
定
さ
れ
て
い
る
人
間
環

境
学
部
の
学
生
に
、
よ
り
実
践
的
な
学
び
の
場
を
提
供

す
る
こ
と
を
目
的
に
、
2
0
0
3
年
に
設
立
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
に
さ
ま
ざ
ま
な
企
業
と
連
携
し
て
、
衣

類
や
食
品
の
新
商
品
開
発
、
健
康
プ
ロ
グ
ラ
ム
作
り
な

ど
に
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
な
か
で
も
、
自
治
体
と
大

学
発
ベ
ン
チ
ャ
ー
の
連
携
の
成
功
モ
デ
ル
と
し
て
全
国

的
に
も
注
目
さ
れ
て
い
る
の
が
、
大
東
市
の
「
大
東
ダ

イ
ナ
ミ
ッ
ク
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」。
市
の
協
力
の
も
と
、
学

生
が
地
域
に
指
導
に
出
向
い
て
広
め
、
今
で
は
「
元
気

で
ま
っ
せ
体
操
」
な
ど
へ
と
発
展
し
、
市
内
の
お
年
寄

り
を
中
心
に
浸
透
し
て
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
大
学
の
施

設
内
で
営
む「
い
き
い
き
大
東
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
」で
は
、

各
種
教
室
を
教
員
や
学
生
が
指
導
。
地
域
の
子
ど
も
た

ち
や
父
兄
と
の
交
流
の
輪
が
広
が
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

OSAKA SANGYO UNIVERSITY  9

後
援
会
よ
り

ご
報
告

参加者に
聞きました

当
日
、
来
場
さ
れ
た
保
護
者
の
方
々
に

突
撃
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
試
み
、
就
職
講
演
会
、

個
別
懇
談
会
の
感
想
を
伺
い
ま
し
た
。

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

「
勉
強
に
な
っ
た
」「
安
心
し
た
」

と
い
う
声
が
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

就
職
に
つ
い
て
何
の
知
識
も
な
か
っ

た
の
で
講
演
会
に
来
て
み
ま
し
た
。
就

活
の
準
備
は
早
く
始
め
た
方
が
い
い

と
い
う
お
話
、
こ
の
時
期
に
聞
い
て
お

い
て
よ
か
っ
た
な
と
思
い
ま
す
。
帰
っ

た
ら
本
人
に
「
何
を
や
り
た
い
の
か
」

を
し
っ
か
り
考
え
る
よ
う
言
お
う
と

思
い
ま
す
。

人
間
環
境
学
部　

生
活
環
境
学
科

大
嶌
聖
喜
さ
ん
・
香
保
理
さ
ん

　

講
師
の
先
生
は
お
二
人
と
も
話
の

テ
ン
ポ
が
よ
く
、
２
時
間
が
あ
っ
と
い

う
間
で
し
た
。
内
容
も
と
て
も
具
体

的
で
、
役
立
つ
情
報
ば
か
り
。
聞
き

逃
す
ま
い
と
必
死
で
メ
モ
を
取
っ
て
い

ま
し
た
。
印
象
に
残
っ
た
の
は
「
労
働

条
件
だ
け
で
企
業
を
選
ば
な
い
」
と

い
う
こ
と
や
「
親
は
見
守
り
役
に
徹

す
る
」。
こ
れ
が
一
番
難
し
い
で
す
が
、

そ
う
努
め
た
い
と
思
い
ま
す
（
ご
一
同
）。

工
学
部　

都
市
創
造
工
学
科

三
好
千
代
美
さ
ん

経
済
学
部　

経
済
学
科

匿
名
希
望

経
済
学
部　

経
済
学
科

土
井
磨
裕
美
さ
ん

（
右
よ
り
）

スポーツ健康学部 スポーツ健康学科

大槻伸吾 教授
国立大阪南病院、大野記念病院を
経て 1992 年より本学に。整形
外科・リハビリ専門医。JSPOス
ポーツドクター。OSUヘルスサ
ポートアカデミー代表。

学生たちが学びながら
地域の健康に貢献中！

定期総会＆公開講座

定
期
総
会
に
つ
づ
く
公
開
講
座
は
、

大
槻
教
授
に
よ
る
「
健
康
つ
く
り
で

つ
な
が
る
産
・
官
・
民
・
学
の
輪
」。

大
産
大
が
進
め
て
き
た
健
康
関
連
の

取
り
組
み
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

「
公
開
講
座
」
が
開
催

平成30年
5月12日

動画
配信中



　

講
演
は
、
経
営
学
部
経
営
学
科
の
井

上
仁
志
教
授
に
よ
る
「
就
職
春
の
陣　

大
産
大
生
の
戦

い
方　

人
気
企
業
１
０
０
社
攻
略
の
イ
ロ
ハ
」
と
、
大
手

建
材
メ
ー
カ
ー
・
Y
K
K 

A
P
株
式
会
社
の
総
務
人
事

課
長
・
神
谷
篤
史
氏
に
よ
る
「
採
用
担
当
者
か
ら
見
る

〝
就
職
活
動
の
ツ
ボ
〞
〜
少
し
の
努
力
で
最
大
限
の
成
果

を
実
現
す
る
就
職
活
動
成
功
の
秘
訣
〜
」
の
２
本
立
て
。

就
活
に
集
中
す
る
た
め
３
年
次
ま
で
に
必
要
単
位
の
取

得
を
！　

業
界
研
究
や
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
、
筆
記
試

験
の
対
策
は
早
め
に
準
備
し
た
も
の
勝
ち
！　

採
用
担

当
者
は
学
生
の
コ
コ
を
見
て
い
る
！　

な
ど
、
実
戦
的
な

情
報
が
盛
り
沢
山
の
充
実
し
た
２
時
間
で
し
た
。〝
就
活

中
の
子
ど
も
に
絶
対
に
言
っ
て
は
い
け
な
い
こ
と
〞な
ど
、

就
活
生
を
支
え
る
親
の
心
得
に
つ
い
て
も
的
確
な
ご
指

摘
が
。「
親
の
ア
ド
バ
イ
ス
は
重
荷
に
な
り
が
ち
。
親
は

〝
あ
た
た
か
く
見
守
る
〞
が
基
本
。
相
談
さ
れ
た
ら
丁
寧

に
答
え
て
あ
げ
て
」
と
、
神
谷
氏
。
親
世
代
の
頃
と
は

大
き
く
様
変
わ
り

し
た
今
ど
き
の
就

活
事
情
に
、
保
護

者
の
皆
さ
ん
は
真

剣
な
表
情
で
耳
を

傾
け
て
い
ま
し
た
。

現実に則した
傾向と対策が満載!

保護者向け就職講演会＆就職個別懇談会
平成30年
5月12日
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定
期
総
会
と
公
開
講
座
に
続
き
、

午
後
か
ら
は
保
護
者
向
け
就
職
講
演
会
。

多
数
の
来
場
者
に
、

関
心
の
高
さ
が
窺
わ
れ
ま
し
た
。

YKK AP（株）総務人事課長 神谷氏

経営学部経営学科 井上教授

　
「
資
格
は
取
っ
て
お
い
た
ほ
う
が
い

い
」
と
漠
然
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、

講
演
で
「
そ
ん
な
暇
が
あ
れ
ば
自
分

を
磨
け
」
と
聞
い
て
考
え
を
改
め
ま

し
た
。
企
業
の
人
事
担
当
の
方
の
お

話
も
、
リ
ア
ル
で
説
得
力
が
あ
り
ま

し
た
ね
。
何
が
大
事
か
よ
く
わ
か
り
、

勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

工
学
部　

機
械
工
学
科

小
林
稔
さ
ん
・
智
恵
美
さ
ん

　

４
回
生
の
息
子
が
大
学
院
へ
の
進

学
を
志
望
し
て
い
る
と
知
り
、
慌
て

て
個
別
懇
談
会
に
。
本
当
に
行
け
る

の
か
？
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
？
ま
っ

た
く
わ
か
ら
ず
不
安
で
し
た
が
、
担

当
の
先
生
と
直
接
お
話
し
で
き
て
可

能
性
は
あ
る
と
わ
か
り
、
少
し
安
心
。

参
加
し
て
よ
か
っ
た
で
す
。

工
学
部　

交
通
機
械
工
学
科

島
田
守
さ
ん
・
由
美
さ
ん

　

就
職
活
動
中
の
息
子
か
ら
は
肝
心

な
話
が
聞
け
ず
に
い
ま
す
が
、
ど
こ

ま
で
親
が
踏
み
込
ん
で
い
い
の
や
ら

･･･

。
個
別
懇
談
会
で
は
先
生
に
そ
の

あ
た
り
を
ご
相
談
。「
も
っ
と
突
っ
込

ん
で
話
を
し
た
ほ
う
が
い
い
」
と
背
中

を
押
し
て
い
た
だ
け
た
お
か
げ
で
、
迷

い
が
吹
っ
切
れ
ま
し
た
。

経
済
学
部　

国
際
経
済
学
科

西
山
隆
一
さ
ん
・
朝
子
さ
ん

今
ど
き
の
就
活
は
、

保
護
者
も
情
報
共
有
を
！



先
生
と
の
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
懇
談
や　
　

４
年
生
に
よ
る
就
活
体
験
発
表
も

　
「
地
区
教
育
懇
談
会
」
は
、
後
援
会
が
主
催
す
る
事
業
の

中
で
も
、
も
っ
と
も
重
要
な
催
し
の
ひ
と
つ
。
今
年
も
下
記

の
14
会
場
に
、
先
生
方
を
は
じ
め
就
職
や
学
生
生
活
の
担
当

職
員
の
方
に
ご
出
張
い
た
だ
き
、
保
護
者
と
の
個
別
懇
談
会

を
実
施
し
ま
す
。
わ
が
子
の
出
席
状
況
や
履
修
票
、
成
績
な

ど
を
見
せ
て
も
ら
い
な
が
ら
、
学
科
の
先
生
と
マ
ン
ツ
ー
マ

ン
で
話
が
で
き
る
ま
た
と
な
い
機
会
。
そ
れ
ぞ
れ
の
ご
心
配

ご
と
の
相
談
に
、
丁
寧
に
対
応
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。
昨
年

度
の
参
加
者
は
、
計
７
６
８
名
。
多
く
の
保
護
者
の
方
々
か

ら
、「
参
加
し
て
よ
か
っ
た
」
と
の
お
声
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
昨
年
の
好
評
を
う
け
て
、
今
年
も
11
会
場
に
お
い

て
、
大
産
大
の
現
役
４
年
生
が
自
ら
の
就
活
体
験
を
壇
上
で

語
る
「
就
職
活
動
体
験
発
表
」
を
行
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
当

日
の
全
体
会
議
の
中
で
は
、
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
の
職
員
の

方
よ
り
、
今
年
度
の
就
職
状
況
に
つ
い
て
最
新
の
概
況
説
明

も
し
て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

　
「
地
区
教
育
懇
談
会
」
の
実
施
に
あ
た
り
、
大
学
の
教
職

員
の
皆
さ
ま
に
は
多
大
な
ご
協
力
、
ご
支
援
を
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
こ
と
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

後
援
会
よ
り

ご
案
内

昨
年
も
保
護
者
の
皆
さ
ま
に
好
評
を
博
し
た

「
地
区
教
育
懇
談
会
」
を
７
月
に
開
催
し
ま
す
。

今
年
も
た
く
さ
ん
の
皆
さ
ま
の
ご
参
加
を

心
よ
り
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

子
ど
も
の
学
生
生
活
を
知
る
チ
ャ
ン
ス

年
に
一
度
の
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
参
加
を
！

2017年の大阪地区・兵庫地区の懇談会の様子。学部ごとに懇談席が設けられて行われました。
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７
月
１
日
〜
22
日
ま
で
の
土
・
日
曜
に
、

全
国
14
会
場
で
順
次
開
催
し
ま
す
。

お
近
く
の
会
場
は
も
ち
ろ
ん
、

ど
ち
ら
の
会
場
に
出
席
さ
れ
て
も
構
い
ま
せ
ん
。

地
区
教
育
懇
談
会
／
会
場
と
日
程

平成30年度地区教育懇談会 　　　  開催されます！

。

出欠ハガキ
はもう

出されまし
たか？　

保護者ポー
タルからも

申込が可能
です

兵庫地区

北陸地区（支部総会有り）

四国地区（支部総会有り）

三重・奈良地区（支部総会有り）

関東地区

京都地区（支部総会有り）

岡山地区（支部総会有り）

九州地区

東海地区（支部総会有り）

西中国地区（支部総会有り）

山陰地区

滋賀地区（支部総会有り）

和歌山地区

大阪地区

7月1日（日）

7月1日（日）

7月1日（日）

7月7日（土）

7月7日（土）

7月8日（日）

7月8日（日）

7月8日（日）

7月14日（土）

7月14日（土）

7月14日（土）

7月15日（日）

7月15日（日）

7月22日（日）

12：30～14：00

12：30～14：00

10：30～14：00

11：30～14：00

12：30～14：00

12：30～14：00

11：30～14：00

12：30～14：00

11：30～14：00

11：30～14：00

12：30～14：00

12：30～14：00

12：30～14：00

12：30～14：00

ANAクラウンプラザホテル神戸

ANAクラウンプラザホテル金沢

JRホテルクレメント高松

ホテル日航奈良

ガーデンシティ品川

メルパルク京都

アークホテル岡山

セントラーザ博多

名鉄ニューグランドホテル

広島ガーデンパレス

米子ワシントンホテルプラザ

クサツエストピアホテル

ホテルグランヴィア和歌山

シェラトン都ホテル大阪

地　区 日　時 受付時間 会　場

まもな
く

動画
配信中



在
学
生
達
か
ら
後
援
会
へ

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
届
き
ま
し
た
！

学生自治会

mess age

　平成30年度大阪産業大学学生自治会執行委員会会長を務めて

おります、工学部都市創造工学科三回生の佐藤謙伍です。

　大阪産業大学は他校との繋がりがクラブ関係以外ではほぼない

状態です。本校の更なる発展に貢献したいと思い、他大学の自治会

と連絡を取り合い、少しずつ交流を深めています。少しでも多くの学

生に、より快適な学生生活を送ってもらうため、学生への更なるサー

ビスの提供、部活動、サークル活動の活発化、学生の意見抽出、そ

の他学生のサポートなどを我々、執行委員会が一丸となり粉骨砕身

の精神で努めてまいりますので何卒よろしくお願い致します。

体育会 女子バスケットボール部

　体育会女子バスケットボール部です。現在、部員

は3回生10名、2回生9名、1回生5名の計24名で活

動しています。昨年は、リーグ戦で3部優勝を果たし2

部に昇格しました。部員同士切磋琢磨しながら、今年

は2部で勝ち抜き1部昇格を目指しています。賑やか

で学年関係なしに仲が良く、とても雰囲気がいい集

団です。でも練習中は集中するために全員が切り替

えるところはしっかりと切り替えお互いが本気でぶつ

かり合える関係であり、質のいい練習をしています。

この団結力がチームの強みです。

体育会 バドミントン部

　バドミントン部の現部員数は、男子28名、女子9名で、日々練習に

励んでおります。バレーボール部やバスケットボール部の方々と隣り

合わせで練習しています。戦績として、春に開催された関西学生春季

リーグ二部団体戦（八大学制）では、男子は5位で、女子は3位という

好成績でしたので、表彰状を授与されたことにより、今後の活躍も大

いに期待できると思われます。男女ともに、関西学生秋季リーグ団体

戦では、上位昇格という目標を定め、日々の練習に励んでいます。

　これからも大学関係者および卒業生の先輩方、保護者の皆様に、

体育会バドミントン部一同感謝の気持ちを忘れず、今後も部活動に励

んでいきますので、ご支援、ご協力のほど、よろしくお願いいたします。

文化会 鉄道研究部

　鉄道研究部は、現在

26名で活動しています。

活動目的は、機関誌「い

こま」を完成させること

で、毎年春と夏に取材を

目的とした合宿を行って

います。学祭では、姫路

駅の駅そばをモチーフにした「駅そば」を発売し、模型、機関誌の展

示を行い、学内で成果を発表する他、不定期に開催されるイベント等

で、他大学の鉄道研究部との交流を行うことにより、人間関係の構

築や情報交換などを図っています。

文化会 演劇部

　文化会 演劇部 劇団 我楽多は現在、

男性部員12名、女性部員5名の計17名

で活動しています。演劇部の活動目的

といたしましては、演劇という大きな舞台

で培った能力を、社会というさらに大き

な舞台で活かすことを目的とし、日々活

動を行なっております。演劇とは、演者、裏方の調和により、作品自体の面白さ

を引き出すことが出来ます。そのためには、部員間の日々のコミュニケーションが

不可欠です。なので、部員同士の距離を近づけるように配慮をしています。

　大学関係者及び、卒業後も気にかけて頂いてる先輩の方々、そして保護者

の皆様に対し、より一層の感謝の気持ちを忘れずに、これからも活動を続け、大

学の名に恥じぬ結果を残せるように励んでいきますので、ご支援のほどよろしく

お願い致します。

体育会 少林寺拳法部

　体育会少林寺拳法部は現在15

名で活動をしています。その内6名が

大学から少林寺拳法を始めていま

す。活動目的は部として団結し、部員

の向上心や協調性を養い社会人と

して必要なものを作ることや、大会で

良い成績を残し、全国大会など大き

な大会に出場できるように目標を持って日々練習に取り組んでいます。去年の

大会成績は、世界大会で1位、2位、4位が2組、世界大会に出場したメンバーが

全員入賞するという快挙を成し遂げることが出来ました。しかし、この結果に慢心

することなく日々練習に励みたいと思います。最後に、監督の横田先生および大

学の関係者の方々、OB・OGの先輩の方々、保護者の皆様のご期待に添えら

れるように励んでいきますので、ご支援のほどよろしくお願いします。

会長 佐藤謙伍 副会長 竹田皓偉 会計 中辻悠太

動画
配信中
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よ
く
あ
る

質
問
に

お
答
え
し
ま
す
。

各
部
署
に
聞
き
ま
し
た

保
護
者
の
皆
様
か
ら
寄
せ
ら
れ
る
ご
質
問
に
つ
い
て
、

各
部
署
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こんな質問も
OK？

どこへ聞けば
いいの？

ご質問・ご相談の
お問い合わせ先のご案内

Q.1 ◉よ
く
あ
る
質
問

資
格
の
講
座
を
受
け
よ
う
と
思
い
ま
す
。

教
え
て
く
れ
る
先
生
は
ど
ん
な
方
で
す
か
？

A
昨
年
も
登
壇
し
た
先
生
で
受
講
生
の
ア
ン
ケ
ー

ト
内
容
も
良
く
、
合
格
し
た
と
い
う
学
生
さ
ん

の
報
告
も
お
聞
き
し
ま
す
。

Q.2
卒
業
生
で
す
が
、
資
格
講
座
を

受
講
で
き
ま
す
か
？

A
在
学
生
対
象
と
な
る
講
座
は
受
け
ら
れ
ま
せ

ん
が
一
般
で
の
受
講
が
可
能
な
講
座
も
あ
り

ま
す
。

卒
業
で
き
な
い
と
思
っ
て
い
て
就
活
も
し
て
い
な
か
っ

た
の
に
卒
業
が
決
ま
っ
た
の
で
就
活
の
為
に
資
格
講
座

を
受
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
か
。

高
等
教
育
セ
ン
タ
ー
の
講
座
は
キ
ャ
ン
パ
ス
内
で
の
受

講
な
の
で
、
移
動
時
間
が
か
か
ら
ず
各
種
資
格
学
校
や

専
門
学
校
に
比
べ
て
安
価
に
受
講
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ま
た
、
卒
業
後
で
も
受
講
で
き
る
講
座
も
あ
り
ま

す
の
で
、
気
軽
に
高
等
教
育
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

◉
担
当
者
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

こ
ん
な
質
問
も
あ
り
ま
し
た

Q.1 ◉よ
く
あ
る
質
問

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
行
っ
た
方
が

い
い
で
す
か
？

A
実
際
に
企
業
で
就
業
体
験
が
出
来
る
貴
重
な

チ
ャ
ン
ス
で
す
。
本
学
で
も
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
の
参
加
を
勧
め
て
い
ま
す
。

Q.2
学
部
学
科
に
よ
っ
て
職
種
は
違
い
ま
す
か
？

A
文
系
は
総
合
職
や
営
業
職
、理
系
は
技
術
職（
設

計
、
開
発
、
施
工
管
理
、
セ
ー
ル
ス
エ
ン
ジ
ニ

ア
、
シ
ス
テ
ム
エ
ン
ジ
ニ
ア
、
生
産
管
理
な
ど
）

が
一
般
的
な
職
種
に
な
り
ま
す
。

保
護
者
の
サ
ポ
ー
ト
も
必
要
で
す
か
？

教
務
課

就
職
活
動
は
、
学
生
に
と
っ
て
重
要
な
機
会
で
す
。
就

職
は
ゴ
ー
ル
で
は
な
く
、
こ
れ
か
ら
の
人
生
に
お
い
て

大
切
な
通
過
点
で
す
。
保
護
者
に
お
か
れ
て
は
、
就
活

生
を「
過
干
渉
」や「
無
関
心
」で
は
な
く
、「
寄
り
添
い
、

見
守
る
」
と
い
う
姿
勢
で
サ
ポ
ー
ト
し
て
頂
き
た
く
思

い
ま
す
。

◉
担
当
者
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

こ
ん
な
質
問
も
O
K
で
す

Q.1 ◉よ
く
あ
る
質
問

す
べ
て
の
授
業
科
目
で
試
験
が

実
施
さ
れ
ま
す
か
？

A
試
験
を
実
施
し
な
い
科
目
や
レ
ポ
ー
ト
の
提
出

で
成
績
を
評
価
す
る
科
目
が
あ
り
ま
す
。
ま
た

試
験
は
、授
業
中
に
実
施
す
る
「
期
間
外
試
験
」

と
期
間
内
に
実
施
す
る
「
定
期
試
験
」
が
あ
り

ま
す
。

Q.2
成
績
発
表
は
い
つ
で
す
か
？

A
前
期(

９
月
中
旬)

と
、
後
期(

３
月
中
旬)

に
行

い
ま
す
。
ま
た
同
時
期
に
、
保
護
者
様
宛
に
成

績
通
知
書
を
郵
送
致
し
ま
す
の
で
確
認
く
だ
さ

い
。※
保
護
者
ポ
ー
タ
ル
で
も
確
認
で
き
ま
す
。

Q.3
授
業
を（
病
気
・
怪
我
等
で
）欠
席
し
た
の
で
欠

席
届
の
手
続
き
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

A
欠
席
し
た
（
病
気
・
怪
我
等
の
）
理
由（
期
間
））

を
証
明
す
る
書
類
と
印
鑑
を
持
っ
て
教
務
課
で

手
続
き
く
だ
さ
い
。
手
続
き
は
病
気
や
怪
我
が

治
り
、
通
学
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
行
っ

て
く
だ
さ
い
。
欠
席
が
長
期
に
な
る
場
合
は
、

教
務
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

Q.1◉よ
く
あ
る
質
問

奨
学
金
の
募
集
時
期
に
つ
い
て
は
？

A
第
１
回
目
は
４
月
初
旬
〜
下
旬
頃
に
、
日
本
学

生
支
援
機
構
と
大
学
独
自
の
奨
学
金
の
募
集
を

行
い
、第
２
回
目
は
９
月
下
旬
〜
10
月
中
旬
に
、

大
学
奨
学
金
の
募
集
を
行
い
ま
す
。

Q.2
授
業
中
や
ク
ラ
ブ
活
動
中
に
怪
我
を
し
ま
し

た
。
補
償
は
あ
り
ま
す
か
？

A
学
健
保
か
ら
治
療
費
の
補
助
が
出
ま
す
。ま
た
、

学
研
災
が
適
用
さ
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の

で
、
ま
ず
は
学
生
生
活
課
の
窓
口
ま
で
必
要
書

類
を
取
り
に
来
て
く
だ
さ
い
。

大
学
は
高
校
生
の
時
の
よ
う
に
ク
ラ
ス
が
な
く
、
担
任
の

先
生
が
い
ま
せ
ん
。
学
生
生
活
に
関
す
る
情
報（
奨
学
金
関

連
・
授
業
関
連
な
ど
）は
、
学
生
ポ
ー
タ
ル
シ
ス
テ
ム
に
て

W
e
b
上
か
ら
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

◉
担
当
者
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

Q.3
海
外
留
学
の
時
期
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い

（
国
際
交
流
課
）。

A
前
年
度
の
10
月
以
降
に
募
集
が
あ
り
、
大
学
成

績
、
語
学
力
、
面
接
等
で
選
考
し
、
次
年
度
の

前
期
か
ら
半
期
ま
た
は
１
年
以
内
、
後
期
か
ら

半
期
以
内
で
派
遣
し
ま
す
。

ご協力をお願いします

本学では電話交換手が電話を受けます。
その後、担当部署へ電話をつなぎます。
そのため、○○課へ、もしくは○○のこ
とで質問があります等、端的に伝えてい
ただくとスムーズに担当部署へ電話を
繋ぐことができます。お手数ですがご協
力をお願いいたします。

【窓口時間】
月曜日～金曜日／9：00～17：00
土曜日／9：00～12：30

大阪産業大学公式サイト
http;//www.osaka-sandai.sc.jp
電話でのお問い合わせ
TEL.072-875-3001（代）

【部署と主な業務】
●教務課（大学院・大学）／履修指導、学
籍・成績管理、教員免許等、授業料のこ
と、証明書交付など ●学生生活課／学
生生活全般、各種奨学金、遺失物・捨得物、
課外活動など ●キャリアセンター／就職
相談、就職指導、推薦状発行、就職活動
証明書発行など ●国際交流課／海外研
修・語学研修、海外留学など ●高等教
育センター／各種講座の企画運営、資格
取得・プロジェクト共有のサポートなど 
●各学部事務室／学部関連業務全般 
●後援会事務室／後援会業務全般

学
生
部

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー

全
学
教
育
機
構
高
等
教
育
セ
ン
タ
ー



　学校法人大阪産業大学は、2018年11月に創立90周年を迎えます。この節目にあたり、学園を構成する学生、
生徒のみなさん、卒業生そして職員の方々を対象に、学園の原点である建学の精神「偉大なる平凡人たれ」
を新たに想起して頂きたく学園構成員のお一人おひとりの「私の偉大なる平凡人像」の募集を企画しました。
つきましては、下記の募集をご覧頂き、ご応募いただけますようお願いいたします。

※ご応募の詳細は、大阪産業大学公式Webページ「創立 90周年記念事業」を参照願います。
1）応募資格　本学園の学生、生徒、職員のほか、保護者、卒業生等の本学園関係者
2）応募方法　所定の応募用紙で作成し、下記先まで送って下さい。（メール、Webサイト、郵送、持参可）
　 【提出先】〒574-8530 大阪府大東市中垣内3-1-1 学校法人大阪産業大学 90周年記念事業（本館9階）
　　　　　 E-mail：sandai90th@cnt.osaka-sandai.ac.jp　WebサイトURL：http://sandai-90th.jp/ki90
3）募集期間　2018年5月7日（月）～ 2018年 8月31日（金）必着（郵送の場合消印有効）

　
「
後
援
会
だ
よ
り
」
最
新
号
を
お
届
け
い
た
し
ま
す
。

「
後
援
会
だ
よ
り
」
は
、
保
護
者
の
皆
さ
ま
と
大
阪
産
業

大
学
を
つ
な
ぐ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
誌
で
す
。

　

昨
年
度
は
、
記
念
す
べ
き
１
０
０
号
を
発
行
い
た
し

ま
し
た
。
今
回
は
、
１
０
１
号
と
な
り
、
再
度
初
心
に

戻
り
、
後
援
会
の
仕
組
み
や
事
業
内
容
を
、
皆
さ
ま
に

よ
り
分
か
り
や
す
く
伝
え
よ
う
と
い
う
意
図
の
も
と
企

画
い
た
し
ま
し
た
。
後
援
会
Ｑ
＆
Ａ
，
７
月
に
開
催
さ

れ
ま
す
各
地
区
教
育
懇
談
会
の
会
場
と
日
程
、
保
護
者

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
開
始
の
お
知
ら
せ
な
ど
を
ご
覧
い
た

だ
き
、
是
非
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　

本
学
は
今
年
度
、
学
園
創
立
90
周
年
を
迎
え
ま
す
。

こ
の
節
目
を
記
念
し
、「
私
の
偉
大
な
る
平
凡
人
像
」
の

募
集
を
企
画
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
機
に
、
学
園
の
原
点

で
あ
る
建
学
の
精
神
「
偉
大
な
る
平
凡
人
た
れ
」
を
、

現
代
社
会
や
日
常
生
活
と
い
う
身
近
な
コ
ン
テ
ク
ス
ト

の
中
で
、
再
考
し
て
い
た
だ
く
機
会
と
な
れ
ば
幸
甚
に

存
じ
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
後
援
会
活
動
を
通
し
、
本
学
が
さ
ら
な

る
発
展
を
期
す
る
よ
う
、
ご
協
力
と
ご
支
援
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

後
援
会
幹
事
長　

学
生
部
長　

藤
岡
克
則

編
集
後
記

「私の偉大なる
平凡人像」の
募集について

〈学園創立 90周年企画〉
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「
交
通
安
全
講
習
会
」
開
講
！

Topics

５
月
30
日
〜
６
月
５
日（
４
回
）に
わ
た
り
、
通
学

時
の
交
通
事
故
防
止
の
た
め
「
交
通
安
全
講
習

会
」
を
開
催
し
ま

し
た
。
四
条
畷
警

察
署
の
全
面
協
力

の
も
と
、
D
V
D

で
事
故
の
様
子
や

講
話
な
ど
、
沢
山

の
学
生
が
受
講
し

ま
し
た
。

h t t p : / /w r 1 9 . o s a k a - s a n d a i . a c . j p / c n t / p p 2 9 / p p 2 9 t o p . h t m l 大阪産業大学 保護者ポータルサイト

1.  お知らせ、個人伝言
大阪産業大学及び後援会から最新の話題や情報
等を提供する掲示板です。

2.  時間割
ご子女が履修している時間割を閲覧することが
できます。

1. 大阪産業大学後援会 ホームページからリンクをクリックしてください。
大阪産業大学の公式Webページ→「保護者の方」→「後援会 （保護者の会）」

2. ユーザー IDとパスワードを入力

3.  イベント出欠登録
後援会が実施する地区教育懇談会、定期総会な
どの開催案内やご回答を提供します。

〓主な機能〓

4.  成績表ダウンロード
ご子女の成績表をダウンロードすることができ
ます。

5.  メール通知設定
大阪産業大学及び後援会からのお知らせやイベ
ントの開催案内などをメールでも通知します。

保護者の皆様へWebページなどで「お知らせ」や「イベント案内」などの情報を提供しています。

保護者ポータルサイトの ご案内
Topic

s

※初めて利用される方はこち
らをクリックしてパスワード
変更をお願いします。

ユーザー IDとパスワードを
入力してログインボタンをク
リックしてください。

保護者ポータルログインを
クリック



1
0
1
号

2
0
1
8
年
6
月
発
行（
平
成
3
0
年
度
第
1
号・通

巻
1
0
1
号
）

好
天
に
恵
ま
れ
た
４
月
１
日
（
日
）、

中
央
キ
ャ
ン
パ
ス
総
合
体
育
館
に
て
「
入

学
宣
誓
式
」
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

中
村
康
範
学
長
は
式
辞
で
、
保
護
者
の
理
解
、
友
人
、

教
職
員
の
サ
ポ
ー
ト
、
何
よ
り
本
人
の
頑
張
り
に
よ
り

学
位
を
取
得
し
た
学
生
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
紹
介
。
周
り

の
支
え
を
受
け
て
成
長
し
た
学
生
の
話
を
興
味
深
く
聞

く
保
護
者
の
姿
が
印
象
的
で
し
た
。

新
入
生
代
表
宣
誓
や
吹
奏
楽
部
に
よ
る
校
歌
演
奏
に

合
わ
せ
た
斉
唱
も
行
わ
れ
た
入
学
宣
誓
式
に
続
き
、
学

生
自
治
会
が
主
体
と
な
り
、
新
入
生
を
歓
迎
す
る
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
発
表
。
各
学
部
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
紹
介
、

体
育
会
チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
チ
ー
ム
と
産
大
附
属
高
校

チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
部
合
同
に
よ
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

も
披
露
さ
れ
、
新
入
生
・
保
護
者
は
明
る
く
一
生
懸
命
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援
会
よ
り

援援援援
後
援
後後後後後後
援援援
後
援援
会

ご
報
告

ごごごご
報報報報報報
告告

歓迎ムードに包まれ
笑顔がいっぱいに！

入学宣誓式

学
・
大
学
院
に
は
計

本
年
度
、
大
学
・
大
学

１
０
名
の
学
生
が
入
学
。
保
護

２
１
１
０

者
も
参
加
し
た
「
入
学
宣
誓
式
」
の

者様
子
を
紹
介
し
ま
す
。

動画
配信中

な
在
学
生
た
ち
に
心
を
和
ま
せ
て
い
た
よ
う
で
す
。

た
く
さ
ん
の
人
が
集
ま
り
会
場
が
満
席
に
な
っ
た
あ

と
に
到
着
し
た
保
護
者
は
、
モ
ニ
タ
ー
で
見
学
。
学
生

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ら
に
よ
る
誘
導
で
、
終
始
円
滑
に
進
め

ら
れ
ま
し
た
。
式
典
終
了
後
、
外
に
は
ク
ラ
ブ
・
サ
ー

ク
ル
の
ブ
ー
ス
が
並
べ
ら
れ
、
新
入
生
と
在
学
生
が
早

速
会
話
を
交
わ
す
様
子
も
。
多
様
な
人
と
か
か
わ
り
切

磋
琢
磨
す
る
学
生
生
活
が
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

平成30年
4月1日

中村学長による入学宣誓式に引き引き続き、新入生代
表による宣誓など、その後は各学科の学生の学生が学びの
PRを行い、チアリーディングチーム登場して会して会場
も盛り上げました。

当日配布された案
内パンフレット。


